
 

 

 

 

水産科生徒研究発表会 

10 月 15 日、水産科が取り組んでいる「課題研究」等の研究成果を発表する研究発

表会が開催されました。課題研究は、課題を発見し、課題を解決する力の向上目指して、

グループで協働的に取り組む学習です。２年生６班、３年生６班の発表があり、１年生

は先輩の発表を視聴し、９名の教員が審査員を努めました。 

水産科の教員から指導・助言を得た研究は、コロナ禍で思うように進められず苦労が

多かったと思います。発表はパワーポイントや動画を用いた力作揃いで、レベルの高さ

を感じました。研究は継続的に取り組んでいるもの、社会的貢献度が高く地域への影響

力があるものなど、水産科の専門性を最大限に発揮したものばかりでした。厳正な審査

の結果、次の研究が優秀賞を獲得しました。 

 

最優秀賞（第１位） しもつかれの研究 

優 秀 賞（第２位） ミヤコタナゴの保全活動 

優 秀 賞（第３位） 武茂川の漁場改善プロジェクト ～僕たちの悲しき奮闘記～ 

最優秀賞に輝いたのは３年の小林優作君です。小林君は、関東・東海地区水産高等

学校生徒研究発表会に推薦され、ビデオによって参加することになりました。 

 

小林優作君の話 

栃木県の郷土食「しもつかれ」の研究を行いました。外部団体との調整があり大変で

したが、交流が出来てとても有意義でした。しもつかれの味には正解がなく、どのよう

な味にするか迷いましたが、多くの人が出来上がった製品を喜んでくれました。アレン

ジレシピの改良など後輩に引き継いでもらいたいと思います。 

  
発表の様子               武茂川の漁場改善プロジェクト 
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